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内子 フ レッシ ュパー クか ら り

稲 田 繁(内 子町 副町長)

1.は じめ に

「内子 フレッシュパー クか らり」は,1996年5月 に営業 を開始 した内子 町の特産物直売所

である。 その後,レ ス トラン,パ ン工房,薫 製工房,農 家が運営す る 「あ ぐ り亭」な どが順次

整備 され,現 在で は年問販売額6億8千 万円(内 特産物特売所 の販売額4億5千 万円),来 客

者は70万 人をえ,都 市 と内子 町の交流拠点 となっている。2007年 度 には,農 産物の付加価値

化を図 るために新 たな農産物加工場も整備 されてい る。

「か ら り」は,内 子町の特 産物 である果樹,花,ハ ーブが楽 しめ る里=「 果楽里」「花楽

里」 「香楽里」,そ して 「カラリ」 とした爽やかな出会いの場所 にしたい とい う願いを込めて命

名 されてい る。

鑑彗 磐響 げ穰 協 響嬰霧羅馬1

1.1990年 当時の内子町の農業

内子 町で は,戦 後 に導入された葉たばこが,収 益性 と良好 な作柄 に より急速 に広が り,最 盛

期 には(1970年 代)に は,栽 培面積 は400haを 越 え,内 子 町の農業生産額(約40億 円)50%

近 くを占めていたが,葉 たばこ需要の低迷 と担 い手の高齢化,連 作障害等 に より廃作者が増加

し,ポ ス ト葉 たばこ対策が急務 となっていた。 もうひ とつの基幹作物 である落葉果樹は,栗,

梨,柿,ブ ドウ,桃 など多様 な果樹 が栽培 されていたが,全 国的 に見れば,マ イナーな産地で

あ り,又,ど の品 目を見て も生産過剰 の状況にあ り,他 の産地の動向や気象,市 況の影響 を受

けやす く,従 来のJA系 統 市場 の販路だけでは,果 樹栽培農家 の経営 の安 定化は困難 な状況

に置かれていた。

2.新 しい農業への取 り組み

この ような状況 の中で,内 子 町では1986年 か ら 「知 的農村塾」 を開設 した。「知的農村塾」

は,農 村 での心豊か な暮 らし方,生 き方,女 性 に優 しい農業の在 り方,内 子 町の農業の魅力 を

再発 見 しようとす るもので,冬 場の農閑期 を中心 に講演会,シ ンポ ジウム,国 内外研修 などを

行い,内 子 町の農業の方向性 や可能性 について共通理解 を深め るとともに人材 の育成 を図 って
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きた。特 に海外研修 での農家民宿や市民生活に溶け込 んだバ ザールな どの体験,農 村女性の生

き生 きとした姿 や農村文化の豊か さに触れたことは,後 の 「か らり」の整備 ・運営や グ リー ン

ツーリズムな どの取 り組みの原動力 となった。

一方
,内 子町の町並が 国の重要伝統 的建造物群保存地 区の選 定を受 け(1982年),観 光客の

増加す る中で,観 光 と農業の在 り方 が検討 され,ぶ どう栽培農家 を中心 に観光農業へ の取 り組

みが開始 された。 町並保存の町 としてのイメー ジと高品質に裏打 ちされたぶ どうは,消 費者の

需要 を掘 り起 こし,「 フルー ツの町内子」のブラン ドとともに,新 しいマーケ ッ トを開拓 した。

観光 農園の成功 は,「 作 るだけの農業」か ら 「作 り ・売 り ・サー ビスす る農業」へ の転換 と独

自販路ルー トの開拓 が大切であるこ とを教 えて くれた。

3。 フ ル ー ツ パ ー ク 計 画

内子町 は,農 産物 自由化,担 い手 の高齢化,農 産物価格の低迷な ど農業が閉塞的 な状況に陥

る中で,1992年 に 「フルーツパーク構1想 ・基本計画書」 を作 成 した。本計画は,内 子町で生産

される農産物 を集 中 し,展 示 ・販売す るこ とによ り,農 産物の イメー ジア ップ,農 家経営の安

定,農 業関連産業 の創 出を図ろ うとす るものであ り,農 業 を流通,販 売,加 工,サ ー ビスを含

めた総合産業化 を 目指す ものであった。農業基本法制 定以来の農業施策 は,産 地間競 争 に勝 ち

抜 くための大規模化 ・機械化 ・合理化であったが,本 計画 はこの勝者のない産地 間競争か ら内

子町 の特色 を生か した農業へ の転換 を図るものであ った。

内子町農業の特徴

大量生産 ・既存の流通の視点 地産地消 ・交流の視点

様々な果樹の宝庫
量が確保で きないため大産地 との

競争で はマイナーな産地

四季折々にフルー ツが楽 しめる町

「内子」 とい うイメージ
鞘一 一 一

農業の担い手が

高齢者 ・女性中心

収穫i期などに多 くの労働力が必要な

単作経営には限界がある

高齢者 ・女性 は少量 ・多品 目栽培

なら可能

消費地から遠い 流通 コス トが高い。鮮度保持が困難
観光農園や グ リー ンツーリズムには

適 した距離

農業基盤が未整備 大規模化,機 械化には限界がある
棚田,果 樹園,水 路な ど農村景観が

保全 されてい る

全てマ イナスの要因 全て プラスの要因

「内子町 は,日 本の典型的 な中 山間地の農村で,経 営規模 は零細で,担 い手 は高齢化 ・兼業

化が進んでいる。 内子町の農業 を従来の流通や大量生産の視点で考 える と全 てマ イナス要 因ば

か りであ る。産地 間競争 に打 ち勝つ だけの生産量はな く,東 京 ・大阪の大消費地か らは遠 く流

通 コス トや鮮度保持の関係 で も競争力 は弱 く,農 地は未整備で機械化や合理化 には限界 がある。
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しか し,地 産地消 や都市 と農村の交流の視点で見 る と,内 子 町の農業が抱 えている問題は,全

て可能性 として見 えて くる。高齢者の作物 は安心感が あ り,棚 田や段 々畑 も平地や都市近郊 の

農村 にはない景観資源 であ り魅力である。」

・
皿.「 翻

内子町で は,「 フルーツパ ーク構想 ・基本計画」 を もとに,2年 間にわたって集落や生活改

善 グループ との学習会 ・座談会を重ね,合 意形成 と参画意欲の醸成 を図っていった。1994年7

月には,特 産物 直売所の実験施設 として内子町単独事業 により 「内の子市場」 を整備 し,産 直

の トレーニ ングを開始 した。開設当初は,価 格の設定や消費者 との対応等 に戸惑いを見せてい

た農家 も生 まれて初 めて 自分が生産 した農産物 に自 らが価格 を設定で きる喜 びや,「 美味 しか

った」 とい う消費者の声 に励 まされ,当 初70人 であった出荷者 も徐 々に増加 していった。産直

実験施設 「内の子市場」 は,10坪 足 らずの施設であったが,こ の実験施設で得 られた体験 は,

「か ら り」 の整備 ・運営 に計 り知れないノウハ ウを もた らして くれた。

まず第1点 は,品 揃 えが大事 ということである。作物の種類 だけでな く,消 費者 は様々な用

途(土 産用,自 家消 費用,加 工用,近 所配 り)の 商品 を求めて直売所 を訪れてお り,そ の用途

に応 じた品質,価 格,量,包 装な どを準備す るこ とが大切 である ということ。又,豊 富な品揃

えをす るためには仲 間が必要な こと。仲 間が増えることは競争相手が増 えるのではな く,よ り

魅力 的な直売所 になる こと。第2点 は,消 費者の ク レームは励 ま しの言葉である とい うこと。

ク レームの中には売 り上 げに繋がるヒン トが詰まってい ること。 ク レーム にきちん と対応すれ

ば,ク レーム を寄せ た消費者は,一 番の応援団になることな どであ る。第3点 は,商 品は栽培

された農産物 だけでな く,草 花 ・カズラ ・木の実 な ど身近にた くさんあ ること。中山間地の野

山には,四 季折 々に 自然の 「恵」が生まれ,そ れは消費者 にとっては魅力的な商品であること。

第4点 は,情 報化 の必要性 である。特 産物直売所 は,不 確 実な要因がた くさんある。 出荷 者,

出荷 品 目,数 量 は毎 日の ように変化 し,来 客者は,季 節,曜 日,天 候 な どに よって変化す る。

そのために,出 荷 品の過不足が生 じる。過不足をで きるだけ解消す ることに より,販 売額の増

加 と消費者へ のサー ビス 向上が図れることは容易 に推測で きた。又,売 れ筋商 品の把握や販売

金の精算 には,電 算 シス テムの導入が不可欠であった。 これ らの経験が後述す る 「か らりネッ

ト」 に結晶 され た。 「内の子市場」は,1996年4月 末 までの2年 弱の営業であ ったが,こ こで

得 られた経験 や ノウハ ウは貴 重な ものであ った し,何 よ りも農家 が農業 に対 して 「面 白い」

「楽 しい」 という実感が得 られたことが最大の収穫であった。
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嬢鑓崖

痴由 歪ヲ

写真1― 建築中の 「内の子市場」 「内の子市

。.場 」 は,内 子町石畳地区の 「石畳を思 う会」

・・:滋 譲 護 畿 錨 寒募霧畿蹴

「 し _;ぐ 戴 再び 「石畳を思う会」により解体され,内 子
LL町 石畳地区の水車公園の休憩施設として活用

汀搬 駆野 鞠 慧1㍊灘
一

】V.内 子 フ レッシ ュパ ーク か らりの誕生

1995年 か ら3年 計画で,「 内子 フレッシュパークか らり」の整備 に着手 し,1996年 に 「特産

物直売所」 「農業情報セ ンター」,1997年 に 「レス トラン」,1998年 に 「農産物加工場」が完成

した。施設整備 に当たっては,「 フルーツパーク構想 ・基本計画」 に加 えて,「 内の子市場」で

得 られた課題 を解決す るためのハー ドやソフ トを取 り入れていった。

1.か ら り ネ ッ ト

「内の子市場」 では,出 荷者や来客者が増加 し販売額が増加するにつれて,レ ジ待ちの長い

列や農家への精算 に遅延が出始めていた。又,夕 方の残品を引 き取る時間帯 には,農 家か らの

電話が殺到 し,販 売員はその対応に追われた。サー ビスの向上,販 売促進を図るためには消費

者の声や要望を迅速に出荷者 に届けるシステム も必要 であった。 これらの課題を解決するため

に導入 した システムが 「か らりネ ット」である。本 システムは,双 方向の農業情報端末(多 機

能fax)と 販売管理 システム(POS)を 結 びつけた もので,出 荷予約,バ ーコー ドシール作成,

販売情報提供,精 算など 「内の子市場」で生 じた課題 を全て解決で きる システムとして構築 し

たものである。

出荷者の多 くは高齢者であ り,女 性であ るため システムの導入に当たっては,情 報弱者でも

容易に利用で きるシステムを目指 した。農業情報端末は,ボ タンを押す と農業情報セ ンターの

サーバーに繋が り,メ ニュー と音声 ガイダ ンス によって入出力が可能 なシステムとなってい

る。

この システムの導入によ り,① 直売所の レジと農家が直結 し,農 家は家にいなが ら直売所の

販売状況が1時 間毎に把握で きるため,売 り切れそうになれば容易 に追加 出荷が可能 となり,直

売所 には常に新鮮な農産物が並び,消 費者は午前中だけでな く夕方まで新鮮な農産物が入手でき

る。②直売所での売 り上げは,半 月毎に精算 し農家が指定する口座 に振 り込んでいるが,POS
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システムの導入によ り迅速かつ正確な精算が可能となった。毎月2回 の現金収入 は,従 来の流通

ではあ り得なか った定期収入 をもたらし,農 家の魅力 となっている。なお,「 か らりネッ ト」は

現在では,パ ソコン ・携帯電話のメールで販売状況が確認できるシステムに改良されている。

撫 β.

図1.携 帯電話による販売データ(イメージ図)

携帯電話のメールサービスは,農 家が希望する

時間(1時 間毎)に,販 売状況 を,品 目,単 価,

販売数,売 上げデータをメールで通知す るもの 。

直売所 と畑が直結 され,売 れている商品 を畑 から

直売所に持参す ることができる。

2.町 民が支える第3セ クタ―

1997年4月,施 設 の経営組織 として,第3セ クター(株)「 内子 フ レッシュパー クか らり」

を設立 した。経営体を株式会社 としたのは,① 農業振興 とい う公共性 と直売所や レス トラン経

営な ど営利性 という両面を追求す るためには最適な形態であること,② 施設 を利用する農家に

も利用するだけでな く,事 業に直接 関われる仕組みが大切であること,「 資金 も出す,知 恵 も

出す,汗 もか く,物 も言 う」 とい う主体的な参画 を得 るためであった。創立当初 は,資 本金

2,000万 円,内 子町が50%を 出資 し,残 りを1株5万 円で200株 発行 し,町 民 からの出資を募

った ところ,申 し込みは455株 に達 し,抽 選で株主 を決定 した。

その後,2度 の増資を行い,現 在では資本金7,000万 円,株 主は677人 となっている。増資の際

には,ネ ット等で町外者にも出資を呼び掛け57人 か ら出資を得ている。(株)内 子フレッシュパー

クか らりは,特 産物直売所,シ ャーベ ット工房,レ ス トラン,パ ン工房,薫 製工房,あ ぐり亭など

の経営を行い,従 業員は48人 と地域の資源,人,資 本による企業 として地域活性化を担っている。

表1.か らりの出資内訳

株主

内子町 700株

愛媛たいき農協 20株

内子森林組合 6株

内子商工会 1株

内子町民

(内出荷者)

616株

(198株)

町外者 57株

株主合計 677人

表2.(株)か らりの収支 単位 千円

売上高 291,463

売上原価 104,561

売上利益 186,902

管理費 183,316

営業利益 3,586

営業外収益 3,986

営業外費用 108

経常利益 7,464
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3.「 からり」は農家の元気創造拠点

「か ら り」 の 中核 施設 であ る特産物 直

売所」は,販 売額4億5千 万 円と内子 町

の農業総 生産額(34億4千 万)の13%

に達 している。品 目によって は,既 存 の

流通 を上 回る もの も出て いる。出荷者 の

年 間平均売上 げは100万 円 を超 し,販 売

額 が1千 万 に達 す る農家 も出現 して い

る。

特 産物 直売所 に出荷で きるのは,① 町

民である こと,② 町 内で生産 された物で

あること,③ 出荷者 自 らが生産,加 工 し

た品物であること,の3点 であ るが,こ

の内子に こだわった直売所の方針が消費

者の支持 を得 てい る大 きな要因 となって

いる。売 り上 げの15%が 会社 の手 数料

(内0.8%は 生産者 の活動 費 として出荷者

の組織に還元),残 りの85%が 生産者の

口座 に振 り込 まれ る。出荷者は年々増加

し430入 が登 録 されてい る。特産物直売

所の中心 は,女 性で あ り高齢者 であ る。

女性 は,兼 業化が進行す る中で農業経営

の中心的 な役割 を担 ってい なが らも農村

の保 守的 な土壌の中で,経 済的 ・社会的

には補完 的な立場 に置かれていた。直売

所での売 り上 げは,毎 月2回 女性達の口

座に振 り込 まれ る。毎 日出荷す るために,

計画的な作付 け,新 規作 物の栽培や ドラ

イフラワー に挑戦 するグループ,庭 先に

加工室 を作 る女性 達 も出ている。 ある程

度の まとまった量 が要求 される既存の流

通か ら疎 外 されていた高齢者 も元気 を取

り戻 してい る。1個,1袋,1束 で も販

売 で きる直売所 は,高 齢 者の生 きがいの

場 となっ ている。開設 当初 は,「 直 売所

富有柿

栗

野菜

桃

花卉

ぶどう

6,277

,457
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目JA・ 市場 口か らり販売額

グラフ1。 農産物のルー ト別販売額

*2007年 度(単 位1千 円)

表3.か らり直売所の推移 単位 千円

年度 販売額 出荷者数 1戸 当た り販売額

1994年 度 41,768 100 417

1995年 度 70,801 147 481

1996年 度 92,283 176 524

1997年 度 114,085 194 742

1998年 度 214,150 226 947

1999年 度 252,160 257 981

2000年 度 303,644 305 995

2001年 度 339,600 334 1,016

2002年 度 388,274 344 1,128

2003年 度 413,875 360 1,150

2004年 度 452,342 410 1,103

2005年 度 454,569 424 1,072

2006年 度 463,136 410 1,130

2007年 度 454,394 412 1,103
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は女性や高齢者が出荷する場所」と少 し冷ややかな目で見ていた専業農家 も果樹栽培農家を中

心に出荷者が増加 している。販売店の店頭には並ぶことのなかった完熟の果物,規 格外の農産

物 も直売所では飛ぶように売れていく。

直売所 は,販 売す る場所 だけではな く,交 流や情報の発信 拠点 となっている。農村 は,作 目

が異 なると顔 も知 らない縦割 り社会に組み込まれているが,直 売所 には地域,年 齢,性 別,作

目を越 えた様 々な農家が集 ま り,経 験や ノウハ ウな どの情報が交換 で きる場所である。今 まで

経験ので きなかった消費者 との交流 も始 まった。販売す る農産物 には,生 産者名 と電話番号 が

印刷 された ラベルが貼 ってあ り,消 費者か らは 「あなたの野菜 は美味 しい。次の 日曜 日にも行

くよ。」 といった電話 が届 くなど,顔 な じみ となった消費者 と生産者が談笑 している姿が見 ら

れる。消費者の信頼 を得 た出荷者の中には,直 売所で の販売か ら農家の庭先や宅配な どの直接

取引 にウエイ トを移す 「カラリ卒業生」 も出始めている。

内子町の 「町並保存」 「村並保存」 「か らり」 などの町づ くりが全 国的 に評価 を受ける中で,

転入希望者(ア イ ・ター ン)が 相次 ぎ,こ の20年 間で24家 族が転入 している。転入者の多 く

は,有 機農業 ・自然農業 を志 向されているが,有 機農産物や 自然農法による農産物 は既存の流

通 ルー トでの販売 はほぼ不可能である。特 産物直売所 には,安 全 ・安心 な農産物 を求 める消 費

者が多 く,ア イ ・ター ン者 にとって も 「か らり」はな くてはな らない施設 となっている。

「か らり」 は,内 子 町の農家に とって,収 入を得 ることは勿論 であるが,様 々な価 値や 目的

を見 いだす場 となってい る。(グ ラフ1参 照)条 件 不利地域 と言 われ る中山間地 におい て も

「未来 は明 るい」「や り方 によっては明るい」 と70%近 くの農家が 回答 してい る。(グ ラフ2参

照)「 か らり」 に よって,女 性 は社会 的 ・経済的に自立 し輝 き,高 齢者 は元気 を取 り戻 し,農

家 は従来の単作経営 か ら直売所 出荷型 の少量他品 目栽培 に移 行す るな ど内子町の農業構造 をも

変 えている。

グラフ2.出 荷者から見た 「か らり」の魅 力は

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

グラフ3.内 子町のような 「中山間地の農業」 の未来 は
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特 集1内 子 町 の ま ちづ く り 「内 子 フ レ ッ シ ュパ ー クか ら り」

V.か ら りの課 題

内子町の農業 に大 きな変化 をもた らしている 「か らり」ではあるが,ま だまだ内子町で生産

される多 くの農産物が既存の流通 ルー トで販売 されている。経済不況の中で農産物価格 は低迷

し,厳 しい経営状況に置かれてい る農家 も多い。愛媛県の食糧 自給率は37(2006年)と 全国平

均 よりも低 い上 に,み かん,い よかん,キ ューイな どは全国でも有数の生産量 をほこり,農 産

物の多 くが県外 に出荷 されている。県内を対象 とした地産地消の拡大や 「町並保存」「か らり」

などで培 ってきた 「内子ブランド」 を活用 した販路の拡大 も課題 となっている。

又,農 村部では高齢化が進行 し遊休農地が増加 している現実がある。「か らり」 には,運 搬手段

のない高齢者の農産物を集荷する準会員制度があるが,今 後益々運転免許を返上する高齢者の増

加が予測 され中で,農 村が有する相互扶助の精神を生かした集荷体制の整備も必要 となっている。

「か らり」は,設 立後10年 余 りが経過 し,「 新たな販売 ルー トの確保」「農業の総合産業化」

「都市 と農村の交流」な ど初期の 目的は達成 し,2002年 以降は連続 して黒字決算 となっている

が,第3セ クター という公的役割を果たすべ き新たな 目標 の樹立が必要となっている。

*参 考資 料(株)内 子 フ レッシ ュパー クか ら り株 主総 会営 業報 告書

*ア ンケー トは,2001に 直売 所 出荷 者 を対 象 に実施 した もの

写真 山積みされた農産物 写真 来客者で賑わう直売所

表 年間販売額別農家戸数

1998年 度 2000年 度 2002年 度 2004年 度 2006年 度 2007年 度
～10万 円 55 47 77 89 67 67
～50万 円 75 78 97 129 137 141

～100万 円 24 41 65 68 77 80
～200万 円 10 28 46 62 63 61
～300万 円 6 16 24 24 25 21
～500万 円 5 9 21 21 23 28
～700万 円 1 4 7 7 8 7

700万 円以上 3 7 10 9 7
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